
 新年あけましておめでとうございます。 

今年は寅年！虎のように強く物事に立ち向かっていきたいですね。 

 

 

利用不可 

✖ 図書室の立ち入り 

✖ 本の閲覧・貸出 

✖ 閲覧机の利用 

『ぼくのきょうりゅうかんさつ日記』 
（長崎 真悟/中信出版日本） 

ぼくとお父さん、二人でタイムマシンにのって恐竜観察の旅

へ！恐竜博士のお父さんに教わりながら、かんさつ絵日記を

書きます。カラフルで迫力のある絵でワクワクする絵本です。 

 

『ゴッホ 名画巡礼』（南川 三治郎/世界文化ブックス） 
  画家フィンセント・ファン・ゴッホとは何者だったのか。

その代表作を彼の生涯とともに紹介しています。オランダか

らフランスへ、所縁の地を写真家・南川三治郎が巡ります。 

 

りゅうがく館ではとおしめ公園とりゅうがく館で 

の落とし物・忘れ物をお預かりしています。 

お心当たりのある方は取りに来ていただきます

ようお願い申し上げます。 

利用可能 

○ 本の返却 

○ 新聞のみの閲覧 

○ 2階や講堂など、図書室以外の利用 

『これが鳥獣戯画でござる』 （結城 昌子/小学館）   
 擬人化された動物たちの楽しい運動会や宴会など大笑いの暮

らし。「ウサギとカエルが相撲？」「弓矢で対決でござる！」

これが日本最古のマンガ、「鳥獣人物戯画」なんです！。 

《児童書》 

『認知症世界の歩き方』（筧 裕介／認知症未来共創ハブ） 

  医療従事者や介護者視点の本ではなく、本人の視点で学べ

る本です。症状とその結果生じる生活のしづらさを、旅のス

ケッチと旅行記の形でまとめました。 

  

《一般書》 

蔵書点検とは？ 

図書館の本がきちんと揃っているのか、正しく並んでいるか、破れた本はないか等

を確認する作業です。蔵書の全てを1冊1冊確認するため、非常に時間がかかり

ますが、図書館にとって大切な作業となります。 

りゅうがく館図書室は、蔵書点検のため下記の期間中

休室いたします。 

２月２８日(月)～３月１４日(月) 

《一般書》 
・『図説 鉱物の博物学』（松原 總/秀和システム） 

・『おうち野菜づくり』（宮崎 大輔/KADOKAWA） 

・『100万回死んだねこ 覚え違いタイトル集』（福井県立図書館/講談社） 

・『マンガでわかる楽しい草取り』（西尾 剛/誠文堂新光社） 

・『言語学バーリ・トゥード』（川添 愛/東京大学出版会） 

・『かんたんかわいいちぎり絵 BOOK』（ウメチギリ/日貿出版社） 

・『しめ飾り造形とその技法』（鈴木 安一郎/誠文堂新光社） 

・『わくわく！納得！手話トーク』（松岡 和美/くろしお出版） 

・『ペッパーズ・ゴースト』（伊坂 幸太郎/朝日新聞出版）     他 

《児童書》 
・『資料室の日曜日』（村上 しいこ/講談社） 

・『関ヶ原の戦いへタイムワープ』（三好 直人/朝日新聞出版） 

・『はたらくくるまたちのクリスマス』（シェリー・ダスキー・リンカー/ひさかたチャイルド） 

・『自動車のひみつ』（廣田 幸嗣/小学館） 

・『ポッポーきかんしゃ よるさんぽ』（とよた かずひこ/アリス館） 

・『銭天堂 16』（廣嶋 玲子/偕成社） 

・『47都道府県 本当にあった怖い話』（久田 樹生/あかね書房） 

・『学研の図鑑 LIVE 鉱物・岩石・化石』（学研プラス）               

・『動物たちが教えてくれる海の中のくらし』（佐藤 克文/福音館書店）     他 

  
興味のある方はりゅう

がく館までご連絡くだ

さい 


